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｢グレゴリオ聖歌入門｣について-その3-
高 橋 正 道
解 題
本題は,DonEugeneCardine著 h 'm o AnnodiCbnわ GregorhlnO,Roma,Pontificio
lnstitutodiMusicaSacra,1970.の全面的な翻訳 ｢グレゴリオ聖歌入門｣です｡1986年に
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注(1) 1986年清泉女学院短期大学 ｢研究紀要｣第4号.p.83 参照
















































































































































実例 : Intr.Dapacem (年間第24主日)
A pa･∝m,●Dd･ mi･ ne, sus-ti･ninti-bus
te, utprohphitaetu- 1 長一di･lesil-VC-mi･intur:
ex･iu-dipre･cesservitu･ i, etplc-his tu･
ae ls-ra- el.
最初のフレーズ [大区分]において,その旋律は ｢Dapacem｣とか ｢Sustinentibuste｣
という二つの単語 (そのうち-つ は単音節語)杏,それと不可分な一つの旋律語体へと結び






またお告げの祝 日晩課,第5交唱 ｢AveMaria｣という2 }AmL
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ムを見つけ出す｡即ち,それは次の ド (第5音)上で終る｡レは,軽 くふ くらみのある頂点
であって到達点ではない｡また,次の ドは良 く言われるような経過音でもない｡第2の ド音
上で (レ音でなく)言葉のリズムが終って いることをトローブスの中で読み取ることがで
きる｡このことは､第2′ト区分では complacuistiという単語-の結びつきからも,その意
味からも,一層はっきりしたものになっている.そこではこの旋律モチ-ウを次に続 く部分
からはっきり区別しているのか分かる｡
104 清泉女学院短期大学研究紀要(第8･9合併号)
結 論
78 この章を終るにあたり,二つの要点が引き出される｡
a)グレゴリオ聖歌においては,言葉のリズムを尊重するということか,絶対的要求であり,
メリスマ的な楽曲においてもそれは同じである｡語尾音節に,たった-音しか当てられて
いないというようなことは,めずらしくないわけであるが,それでもその中に,確かにリ
ズム的な機能というものが感知され得る｡その一書は,次に続く新たな飛躍の前にある休
息の音節なのである｡年間第1主日Off.Jubilateという単語の語尾にそれがある｡まず最
初に,そしてす ぐ続いて同じ単語がくり返される所で｡
b)グレゴリオ聖歌の旋律は,ラテン語の歌詞とそのリズムにおいて.完全に同質 ･不可分
connaturataであるが故に,他の国語を当てはめる二は出来ない｡旋律に精神的意味を与
えた言葉を取り去ってしまうならば,グレゴリオ聖歌は,自らを変貌させることになり,
創作の根本原則に矛盾することになる｡
(次LE!卜､つつ く)
